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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 23,028 12.4 3,203 222.8 3,178 131.8 2,298 51.3

2026年３月期中間期 20,479 △1.0 992 △23.6 1,371 △15.8 1,519 34.5
(注) 包括利益 2027年３月期中間期 2,767百万円( 33.5％) 2026年３月期中間期 2,073百万円( 15.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 47.77 ―

2026年３月期中間期 30.44 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期中間期 80,420 66,015 79.7 1,332.92

2026年３月期 79,203 64,133 78.5 1,292.35
(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 64,095百万円 2026年３月期 62,209百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

2027年３月期 ― 17.00

2027年３月期(予想) ― 17.00 34.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,300 12.7 6,500 170.5 6,500 94.2 4,700 133.9 97.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期中間期 48,430,000株 2026年３月期 48,430,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 343,486株 2026年３月期 293,501株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 48,125,720株 2026年３月期中間期 49,905,454株

(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式には、取締役及び執行役員(社外取締役及び
国内非居住者を除く。)向け株式給付信託制度に係る信託口が所有する当社株式を含めております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における国内経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推移し

ました。一方、海外経済は、地政学リスク、物価・為替の変動及び中国経済の先行きなど、依然として不

透明な状況が続きました。

このような状況のもと、当社グループは、「中期経営計画2030」に基づき、成長分野における製品開発

及び生産・販売体制の整備を進めるとともに、原材料高騰等に伴う販売価格の改定、生産性の向上及び原

価の改善に取り組みました。

取引業界別の経営成績は、次のとおりです。電子・半導体業界では、AI・データセンター関連を中心に

先端半導体需要が堅調に推移し、シリコンウェーハ向けに加え、先端電子材料や光デバイス向け材料など

新たな用途での需要拡大もあり、関連工具の販売が増加しました。一方、SiC関連需要は低調に推移しま

した。この結果、関連工具の売上高は前年同期を上回りました。輸送機器業界では、ハイブリッド車を中

心とする自動車生産及び航空機関連需要が堅調に推移しました。また、海外における商用車需要やデータ

センターに関連する発電機需要の増加を背景にCBN工具の販売が増加しました。この結果、関連工具の売

上高は前年同期を上回りました。機械業界では、先端半導体の製造工程で使用される電子部品基板加工用

工具に関連する需要の増加や、半導体製造装置や製造工程で使われるセラミックス製品加工用工具の需要

が伸びました。また、軸受業種では製品の性能向上を背景に販売が増加しました。この結果、関連工具の

売上高は前年同期を上回りました。石材・建設業界では、海外の資源探査用工具の需要が低調に推移しま

した。また、国内の建設・舗装分野における工事量の停滞が影響しました。この結果、関連工具の売上高

は前年同期に比べ減少しました。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は23,028百万円(前年同期比12.4％増)となりました。利益面

におきましては、売上高の増加に加え、退職給付費用の減少などもあり、営業利益3,203百万円(前年同期

比222.8％増)、経常利益3,178百万円(前年同期比131.8％増)、親会社株主に帰属する中間純利益2,298百

万円(前年同期比51.3％増)となりました。なお、当中間連結会計期間において、持分法適用関連会社１社

に関する財務諸表が入手できておりません。そのため、当中間連結財務諸表の同社に係る数値は、直近で

入手できた財務諸表に基づき算定しております。詳細につきましては、「２．中間連結財務諸表及び主な

注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（追加情報）」をご参照ください。

今後は、引き続きAI・データセンター関連及び先端半導体用途を中心とする成長分野での拡販、新製

品・新用途の開拓、原材料高騰等に伴う販売価格の改定、生産性の向上ならびに原価の改善を推進し、収

益力の強化に取り組みます。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,216百万円増加し、80,420百万円となり

ました。主な変動内容は、受取手形及び売掛金の増加1,340百万円、投資有価証券の増加904百万円、棚卸

資産の増加1,134百万円、現金及び預金の減少1,596百万円であります。

(負債)

当中間連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ665百万円減少し、14,405百万円となりまし

た。主な変動内容は、未払金等のその他流動負債の減少208百万円、未払法人税等の減少456百万円であり

ます。

(純資産)

当中間連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ1,881百万円増加し、66,015百万円となり

ました。主な変動内容は、親会社株主に帰属する中間純利益の計上2,298百万円、剰余金の配当による減

少726百万円、その他有価証券評価差額金の増加723百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の見通しにつきましては、2026年８月７日に公表しました業績予想を修正しております。詳細につ

きましては、本日公表の「2027年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,077 14,480

受取手形及び売掛金 10,757 12,098

有価証券 79 56

商品及び製品 3,724 3,784

仕掛品 1,829 2,082

原材料及び貯蔵品 3,814 4,634

その他 656 779

貸倒引当金 △96 △76

流動資産合計 36,841 37,839

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,905 12,701

機械装置及び運搬具（純額） 5,662 5,299

土地 6,640 6,647

その他（純額） 1,235 1,112

有形固定資産合計 26,443 25,761

無形固定資産 1,057 1,486

投資その他の資産

投資有価証券 13,252 14,157

その他 1,620 1,191

貸倒引当金 △11 △15

投資その他の資産合計 14,861 15,333

固定資産合計 42,362 42,581

資産合計 79,203 80,420
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,733 1,712

短期借入金 44 185

未払法人税等 1,036 579

賞与引当金 1,020 1,100

事業構造改善引当金 17 17

資産除去債務 161 ―

その他 2,699 2,490

流動負債合計 6,712 6,086

固定負債

長期借入金 4,500 4,362

退職給付に係る負債 2,173 2,194

資産除去債務 59 118

株式給付引当金 213 210

その他 1,411 1,432

固定負債合計 8,357 8,319

負債合計 15,070 14,405

純資産の部

株主資本

資本金 4,102 4,102

資本剰余金 7,154 7,154

利益剰余金 42,581 44,154

自己株式 △217 △293

株主資本合計 53,620 55,117

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,249 3,973

土地再評価差額金 185 185

為替換算調整勘定 3,303 3,514

退職給付に係る調整累計額 1,849 1,304

その他の包括利益累計額合計 8,588 8,978

非支配株主持分 1,924 1,919

純資産合計 64,133 66,015

負債純資産合計 79,203 80,420
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 20,479 23,028

売上原価 14,922 15,072

売上総利益 5,556 7,955

販売費及び一般管理費

販売費 2,959 2,980

一般管理費 1,604 1,771

販売費及び一般管理費合計 4,564 4,752

営業利益 992 3,203

営業外収益

受取利息 52 41

受取配当金 82 77

為替差益 157 ―

持分法による投資利益 47 ―

助成金収入 16 23

その他 52 65

営業外収益合計 409 208

営業外費用

支払利息 12 36

支払手数料 5 0

為替差損 ― 133

持分法による投資損失 ― 48

その他 12 14

営業外費用合計 30 233

経常利益 1,371 3,178

特別利益

固定資産売却益 595 ―

投資有価証券売却益 87 ―

関税還付金 ― 28

特別利益合計 683 28

特別損失

減損損失 ― 14

災害による損失 45 ―

特別損失合計 45 14

税金等調整前中間純利益 2,008 3,192

法人税、住民税及び事業税 449 565

法人税等調整額 25 284

法人税等合計 475 850

中間純利益 1,533 2,342

非支配株主に帰属する中間純利益 14 43

親会社株主に帰属する中間純利益 1,519 2,298
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 1,533 2,342

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 928 723

為替換算調整勘定 △350 326

退職給付に係る調整額 6 △546

持分法適用会社に対する持分相当額 △43 △79

その他の包括利益合計 540 424

中間包括利益 2,073 2,767

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,061 2,776

非支配株主に係る中間包括利益 12 △8
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

当社は、持分法適用関連会社である新韓ダイヤモンド工業株式会社から、同社の経営体制変更の影響に

より、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間に係る財務情報は入手できておりますが、中間連結会計

期間に係る財務情報は入手できておりません。このため、新韓ダイヤモンド工業株式会社に係る当中間連

結会計期間末の投資有価証券(7,068百万円)及び当中間連結会計期間の持分法投資利益(16百万円)は、当

第１四半期連結会計期間(2026年１月から３月)の財務情報に加え、直近で入手できた４月単月の情報を加

えて算定しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループの事業は、ダイヤモンド工具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであ

るため、記載を省略しております。
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３．補足情報

（１）連結財務指標

第107期

中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

第108期

中間連結会計期間

(自 2026年４月１日

至 2026年９月30日)

第107期

(自 2025年４月１日

至 2026年３月31日)

第108期 予想

(自 2026年４月１日

至 2027年３月31日)

売上高営業利益率 (％) 4.8 13.9 5.7 13.7

売上高経常利益率 (％) 6.7 13.8 8.0 13.7

総資産当期純利益率(ＲＯＡ) (％) 2.0 2.9 2.6 ―

自己資本当期純利益率(ＲＯＥ) (％) 2.5 3.6 3.2 ―

設備投資総額 (百万円) 1,329 905 2,726 2,300

有形固定資産の減価償却実施額 (百万円) 1,622 1,573 3,414 3,000

研究開発費 (百万円) 1,267 1,314 2,568 2,700

従業員数 (名) 2,069 2,045 2,040 ―

※上記の設備投資総額とは別に、ERP投資総額として、当中間連結会計期間は980百万円、第107期は766百万円の実績があり、第108期予想は

1,708百万円を予定しております。

（２）販売の状況

Ⅰ 連結業界別売上高

(単位：百万円、％)

第107期

中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

第108期

中間連結会計期間

(自 2026年４月１日

至 2026年９月30日)

第107期

(自 2025年４月１日

至 2026年３月31日)

第108期 予想

(自 2026年４月１日

至 2027年３月31日)

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

電子・半導体 8,310 40.6 9,526 41.4 16,978 40.4 19,300 40.8

輸送機器 4,774 23.3 5,259 22.8 9,632 22.9 10,700 22.6

機械 4,901 23.9 6,029 26.2 10,373 24.7 12,600 26.7

石材・建設 1,926 9.4 1,783 7.7 3,885 9.3 3,600 7.6

その他 565 2.8 428 1.9 1,113 2.7 1,100 2.3

合計 20,479 100.0 23,028 100.0 41,983 100.0 47,300 100.0

Ⅱ 連結地域別売上高

(単位：百万円、％)

第107期

中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

第108期

中間連結会計期間

(自 2026年４月１日

至 2026年９月30日)

第107期

(自 2025年４月１日

至 2026年３月31日)

第108期 予想

(自 2026年４月１日

至 2027年３月31日)

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

日本 9,547 46.6 11,117 48.3 19,512 46.5 22,700 48.0

アジア・オセアニア

台湾 1,417 6.9 1,525 6.6 2,889 6.9 3,300 7.0

中国 2,468 12.1 2,643 11.5 4,928 11.7 5,400 11.4

その他 3,258 15.9 3,681 16.0 6,819 16.2 7,600 16.1

欧州 2,228 10.9 2,315 10.0 4,330 10.3 4,600 9.7

北米 924 4.5 962 4.2 2,172 5.2 2,100 4.4

その他 634 3.1 781 3.4 1,331 3.2 1,600 3.4

合計 20,479 100.0 23,028 100.0 41,983 100.0 47,300 100.0


